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～今号の話題 １～ 

 

都内飼育動物におけるジアルジアの検出状況（令和 2～4 年度）  
 
 

1．はじめに 

ジアルジア症は原虫の一種である Giardia 
intestinalis（以下ジアルジア）の腸管内寄生により

引き起こされる下痢性疾患であり、ジアルジアはヒ

トだけでなく家畜、伴侶動物、海獣類に感染するこ

とが知られている。感染症法では五類感染症（全数

把握対象）に定められており、診断した医師は 7 日

以内に最寄りの保健所に届け出ることが義務付けら

れている。 

ヒトへの感染は、主に感染者から排泄されるジア

ルジアのシストを手指や飲食物を介して経口摂取す

ることや、感染者との性的な接触により成立するが、

海外では感染動物からヒトへの感染が疑われる事例

が報告されている 1)。ジアルジアには現時点で 8 つ

の遺伝子型（Assemblage A–H ）が存在し、

Assemblage A および B はヒトと動物の双方から検

出され、動物由来感染症の原因として認識されてい

る 2)。 

都では動物由来感染症調査事業において、都内の

ペットショップで販売されているイヌおよびネコを

対象とし、細菌、真菌、寄生虫等の動物由来感染症

起因病原体の保有状況調査を実施している。本稿で

は、令和 2 年度から 4 年度に実施した調査における

ジアルジアの検出結果および検出したジアルジアの

遺伝子型別結果について以下に報告する。 

 

2．ジアルジアの検出状況 

 令和 2年度からの 3年間に都内ペットショップで

販売されていたイヌ 126 頭およびネコ 97 頭から採

取した糞便を検査材料とした。ジアルジアシストの

検出は、ホルマリン・エーテル法（MGL 法）による

沈渣の蛍光抗体染色により行った。検査を実施した

イヌの糞便 126 検体中 32 検体（25.4%）、ネコの糞

便 97 検体中 9 検体（9.3%）からシストが検出され

た。ジアルジアが検出されたイヌの月齢は 1 カ月齢

から 8 カ月齢（7 カ月齢は検出なし）で、ジアルジ

ア陽性件数は 2 カ月齢が 9 検体と最も多かった。ジ

アルジアが検出されたネコの月齢は 1 カ月齢から 4

カ月齢であった（図 1）。 

3．ジアルジアの遺伝子型別 

ジアルジアが陽性となった糞便から免疫磁気ビー

ズによりシストを収集し、DNA 抽出を行った。ジア

ルジアの遺伝子型別は、既報 3,4)に従い 18S リボソ

ーム DNA および GDH（glutamate dehydrogenase）

遺伝子の系統解析により実施した（図 2）。イヌでは

陽性となった 32 検体中 10 検体が Assemblage C、

22 検体が Assemblage D であった。ネコでは陽性と

なった 9 検体中、3 検体がAssemblage A、1 検体が

Assemblage B、5 検体が Assemblage F であった

（図 2）。 

 

4．まとめ 

Assemblage A および B 以外の遺伝子型のジアル

ジアは、宿主特異性が高いことが知られている。本

調査においてイヌのジアルジア陽性率はネコと比較

すると高率（25.4%）であったが、イヌから検出され

たジアルジアの遺伝子型はイヌ科動物に特異的な

Assemblage C および D であり、これらのヒトへの

感染性は低いと考えられた。一方で、ネコではジア

ルジアの陽性率は 9.3%と低いものの、ネコ科動物に

特異的な Assemblage F だけでなく、ヒトと動物に

共通の遺伝子型であるAssemblage AおよびBに属

するジアルジアが検出された。そのため、これらの

ジアルジアがヒトに感染する可能性を否定できない

と考えられた。 

都内では 2018 年から 2022 年の 5年間で 61例の

ヒトのジアルジア症が報告されており、感染経路は

性的接触や海外での経口感染と推定されるものが多

い。しかしながら、感染経路不明の症例も散見され

ており、伴侶動物に由来する感染リスクも否定でき

ない。動物を介したジアルジア症を予防するために

は、動物との接触や排泄物処理の際の十分な手洗い

が重要である。また、ジアルジアのシストは通常使

用の塩素やエタノール等には抵抗性を示すため、動

物の飼育施設や飼育ケージの消毒の際には熱湯やス

チームを用いるなど、飼育環境の衛生対策を併せて

実施することが推奨される。 
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図１． 都内ペットショップにおけるイヌ・ネコからのジアルジア検出状況（月齢別）  
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図２． NJ 法によるジアルジア GDH 遺伝子の系統解析  
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～今号の話題 2～ 

 

東京都における新型コロナウイルス（オミクロン派生型）の  
変異株スクリーニング検査について  

 
 

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）は、遺伝子変

異を繰り返し、現在もなお、様々な変異株が発生し

ている。WHO は感染・伝播性、重症化リスク、ワ

クチン・治療薬の効果等を踏まえた評価により「懸

念される変異株（VOC）」、「注目すべき変異株

（VOI）」、「監視下の変異株（VUM）」に分類し、世

界中がそれら変異株の動向を注視し続けている。 

SARS-CoV-2 の変異株解析のためには、次世代シ

ーケンサー（NGS）を用いたウイルスの全長解析が

必要とされている。東京都健康安全研究センター（都

健安研）においても、東京都内で検出された株につ

いて、NGS により全ゲノム配列を取得し、分子疫学

解析を実施してきた。しかし、NGS 解析は詳細な遺

伝子情報が得られる反面、感度は低く、一件当たり

のコストは高く、時間を要する等のデメリットもあ

る。都健安研では、2020 年末の B.1.1.7 系統株（ア

ルファ株）発生当初から、安価で検出感度が高く、

迅速性に秀でたリアルタイム PCR 法を用いた

SARS-CoV-2 変異株検出系の構築を行い、変異株の

スクリーニング検査を実践してきた 1,2）。今回、2022

年 9 月以降に構築し、実施してきた変異株スクリー

ニング検査法の構築の経緯と概要について報告する。 

オミクロン株は 2021 年 11 月 26 日に命名されて

以降、世界的に流行の主体であり、2022 年 8 月 31

日時点では東京都内ではほぼ BA.5 系統株に置き換

わった 2)。その後、BA.5 系統株の中でも、スパイク

タンパク質に変異を起こした様々な派生株も出現し、

2022年9月にはBA.5.3系統の亜系統でありスパイ

クタンパク質にK444T、N460K に変異を持つBQ.1

系統がナイジェリアから報告され、BQ.1 系統に

R346T 変異が加わった BQ.1.1 系統も報告された。

また、2022 年 12 月以降、日本では BA.5.2 系統株

のスパイクタンパク質にR346T変異を持つBF.7系

統株が検出され始めた。 

BA.2 系統株の派生株も次々と出現し、2022 年 8

月下旬に日本への入国者から、BA.2.3.2 系統株にス

パイクタンパク質に R346T、L452R、N460K 等の

変異を有するBS.1系統株が確認された。なお、BQ.1

や BS.1 に認められる N460K は収斂進化の代表で

もあるが、N460K の K（リジン）には塩基配列が

aaa のものと aag の 2 種類がある。BQ.1 系統の

N460K は aaa、BA.2 系統の N460K は aag である

ため、それぞれを分ける系を構築し、N460Ka、

N460Kg と表記することとした。 

2022 年 10 月以降、BA.2.75 系統株の亜系統株で、

スパイクタンパク質のL452R変異を持つCH.1.1系

統株や R346T、N460Kg 、F490S 変異をもつ BN.1

系統株が検出された。さらに、BA.5.2.3 系統と CJ.1

系統（BA.2.75.3 系統の亜系統)の組換え体である

XBF 系統株が発生し、スクリーニング検査対象株と

した。これらのスパイクタンパク質の変異部位に対

応するリアルタイム PCR 法のプライマーとプロー

ブを随時作製し、変異株スクリーニング検査に追加

した（表 1、2）3）。 

XBB系統株はBA.2系統から派生した変異株であ

り、BJ.1 系統（BA.2.10 系統の亜系統）と BM.1.1.1

系統（BA.2.75.3 系統の亜系統）の組換え体である。

2022 年 9 月にシンガポール、インド、バングラデシ

ュなどのアジア諸国や米国からの報告が増加し、日

本をはじめ世界各国で検出され、現在の主流株であ

る。XBB 系統株は特徴的な変異として、スパイクタ

ンパク質にQ183EとF490S変異を有していること

から、F490S 検出系とこれまでにオミクロン株検出

のために作製してきたプライマープローブセットを

組み合わせることによりスクリーニング検査で区別

することが可能となった 3)。その後、F486P 変異を

有するXBB 系統株の亜系統であるXBB.1.5 系統が

台頭し始めた。また、2022 年 10 月頃には XBB.1.5

系統株と同じく F486P 変異を有する XBB.1.9 系統

株が検出され始めた。XBB.1.9 系統株はスパイクタ

ンパク質領域以外に、ORF1a 領域に T4175I 変異を

有していることから、ORF1a_T4175I 検出系を構築

し、スクリーニング検査に追加することとした。 

さらに、スパイクタンパク質にP521S 変異を有す
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る XBB.2.3 が検出され始めたことから、P521S 検

出系を構築した。また、2023 年 1 月頃からインドに

おいて E180V 変異を有する XBB.1.16 系統が検出

され始め、この系統にも対応することとした（表 1、

3）。 

2023年8月17日時点、XBB.1.5およびXBB.1.16

は VOI として位置づけられている 4)。 

オミクロン株は 2023 年 8 月時点においても変異

を続け、異なる変異を持つ子孫系統を増やしている。

WHO は 2023 年 8 月 9 日に EG.5（XBB.1.9.2.5）

系統株をVOI に認定し、2023 年 8 月 17 日BA.2.86

系統株を VUM に追加した。EG.5 系統株は

XBB.1.9.2 系統の子孫株であり、XBB.1.9.2 系統株

のスパイクタンパク質に F456L 変異を新たに有し

ている。このことから、F456L の検出系を構築する

ことで区別を可能にした（表 1、3）。また、BA.2.86

は 2022 年初頭の流行株であった BA.2 と比較して

30 か所を超えるアミノ酸変異を有しており、感染防

御免疫やワクチン接種により誘導される中和抗体か

らの逃避能が高い可能性が危惧されている 5)。

BA.2.86 系統の変異箇所は、EG.5.1 系統の塩基配列

と比較すると、スパイクタンパク質の 483 番目のア

ミノ酸であるバリンが欠損していることから、

V483del の検出系をBA.2.86 の検出系とした（表 1、

3）。 

2023 年 5 月 8 日に新型コロナウイルス感染症の

感染症法上の位置づけが五類感染症に移行後も、完

全終息の見込みはまだなく、2023 年第 38 週（9 月

18 日～9 月 24 日）の東京都の新型コロナウイルス

感染症の定点医療機関当たりの患者報告数は 8.89

人である 6)。都健安研として、SARS-CoV-2 の流行

状況を監視するために NGS 解析のみならず、リア

ルタイム PCR 法による変異株スクリーニング検査

法の構築を今後も行っていく予定である。 
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（いずれも 2023 年 10 月 2 日現在。URL は変

更または抹消の可能性がある） 

 

（ウイルス研究科 河上麻美代） 
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検出領域 検出対象 名前 塩基配列　（5'→3’）

S_variant S_R346T S_R346T-F AAACTTGTGCCCTTTTGATGAAG

S_R346T-R CTGATTCTCTTCCTGTTCCAAGC

S_R346g FAM-CACCAgATTTGC-MGB

S_T346c VIC-CCACCAcATTTGC-MGB

S_variant S_N460Kag BQ-BN_460K-F GCTTGGAATTCTAACAAGCTTGATTC

BQ-BN_N460K-R CCGGCCTGATAGATTTCAGTTG

BN_K460g FAM-AAGTCTAAgCTCAAACC-MGB

BQ11_K460a VIC-GAAGTCTAAaCTCAAACC-MGB

S_variant S_Q183E S_Q183E-F GTCTCTCAGCCTTTTCTTATGGACC

S_Q183E-R CCATCAATATTCTTAAACACAAATTCCC

S_Q183t FAM-GAAGGAAAAcAGGGTAAT-MGB

S_E183c VIC-GAAGGAAAAgAGGGTAAT-MGB

S_variant S_F490S S_F490S-F AAACCTTGTAATGGTGTTGCAGG

S_F490S-R ACACCATAAGTGGGTCGGAAAC

S_F490t FAM-TAATTGTTACTtTCCTTTACAAT-MGB

S_S490c VIC-TAATTGTTACTcTCCTTTACAAT-MGB

S_variant S_S486P S_S486P-F CAGGCCGGTAACAAACCTTG

S_S486P-R CGGAAACCATATGATTGTAAAGGAG

S_S486t FAM-TGCAGGTtCTAATTGT-MGB

S_P486c VIC-GCAGGTcCTAATTG-MGB

ORF1a_variant ORF1a_T4175I ORF1a_T4175I-F GCACTGATGACAATGCGTTAGC

ORF1a_T4175I-R CCTGTAAATCGGATAACAGTGCAAG

ORF1a_T4175c FAM-AACACAAcAAAGGGAG-MGB

ORF1a_I4175t VIC-ACAACACAAtAAAGGGAGG-MGB

S_variant S_E180V S_E180V-F GCACTTTTGAATATGTCTCTCAGCC

S_E180V-R AAATTCCCTAAGATTTTTGAAATTACCC

S_E180a FAM-GACCTTGaAGGAAAA-MGB

S_V180t VIC-GACCTTGtAGGAAAA-MGB

S_variant S_P521S S_P521S-F2 GTCACCAACCATACAGAGTAGTAGTACTTTC

S_P521S-R2 CAAATTAGTAGACTTTTTAGGTCCACAAAC

S_P521Sc FAM-CATGCAcCAGCAAC-MGB

S_P521St VIC-ACATGCAtCAGCAAC-MGB

S_variant S_F456L S_F456L-F ACAAGCTTGATTCTAAGCCTAGTGG

S_F456L-R GTTGAAATATCTCTCTCAAAAGGTTTGA

S_F456t FAM-ATAGATTGTTtAGGAAGTCT-MGB

S_L456a VIC-ATAGATTGTTaAGGAAGTCT-MGB

S_variant S_V483del S_V483del-F CAACTGAAATCTATCAGGCCGG

S_V483del-R GGGTCGGAAACCATATGATTGTAA

S_V483 FAM-TTGTAATGGTGTTGCAGGT-MGB

S_V483del VIC-CTTGTAAAGGTAAAGGTCCTA-MGB

表 1. SARS-CoV-2 変異株検出用リアルタイム PCR 法のプライマーおよびプローブ 
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表 2. SARS-CoV-2 変異株スクリーニング検査対象のアミノ酸変異（1） 

表 3. SARS-CoV-2 変異株スクリーニング検査対象のアミノ酸変異（2） 

ORF1a

S486P E180V P521S F456L Q183E V483del T4175I

XBB S E P F E V T

XBB.1.5 P E P F E V T

XBB.1.16 P V P F E V T

XBB.1.9 P E P F E V I

XBB.2.3 P E S F E V T

EG.5（XBB.1.9.2.5） P E P L E V I

BA.2.86 P E P F Q del I

Sタンパク
WHO label Pango lineage

Omicron

Nタンパク Mタンパク

L452R R346T N460Kag D339H Q183E F490S S486P D3N P151S

BS.1 R T Kg D Q F D P

BA.2 L R N or Kg D Q F D P

CH.1.1 R T Kg H Q F S

BA.2.75 L/R R/T Kg H Q F D P

BN.1 L R/T Kg H Q S D P

XBB L T Kg H E S S D P

XBF L T Kg H Q S P D P

BA.4 R R N D Q F (F) D S

BA.4.6 R T N D Q F (F) D S

BA.5 R R N D Q F (F) N P

BF.7 R T N D Q F (F) N P

BQ.1 R R Ka D Q F (F) N P

BQ.1.1 R T Ka D Q F (F) N P

omicron

BA.2

BA.5

Sタンパク
WHO label Pango lineage

BA.4
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表１ 病原体搬入・検出状況（４種等）※ 
                                               2023 年 9 月分    

コレラ菌 赤痢菌 チフス菌
パラチフス

Ａ菌
腸管出血性

大腸菌
結核菌

千代田区 

中央区 2

港区 8 1

新宿区 1 4 3

文京区 4 2

台東区

墨田区 1

江東区 3 1

品川区 1 1

目黒区 1 1

大田区 6

世田谷区 4

渋谷区 1

中野区

杉並区 2 2

豊島区 1

北区 3

荒川区

板橋区 3 6

練馬区 3 1

足立区 5 1

葛飾区 2 4

江戸川区 1 1

町田市 3

八王子市

1 1 1 1 55 24

西多摩

多摩立川 2 2

南多摩 1

多摩府中 3 2

多摩小平 8 2

島しょ

13 7

1 1 1 1 68 31

20

機関名

区

市

都

健康安全研究センター
検出分

小　　計

合　　計

小　　計

 
※2016 年 4 月より、各保健所から搬入された検体を集計することとした 
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表２  検体搬入状況（全数把握対象疾患-五類）* 
2023 年 9 月分    

検体数 2023年累計

侵襲性インフルエンザ菌感染症（菌） 8 37

侵襲性髄膜炎菌感染症（菌） 1 2

侵襲性肺炎球菌感染症（菌） 9 57

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症(菌）
** 9 62

播種性クリプトコックス症（菌） 1 14

合  計 28 172
 

*2016 年 4 月（第 37 巻 ・第 4 号）から追 加  **2023 年 5 月 本庁 通 知による名 称 変 更  
 
 

表３  病原微生物検出状況（食中毒関連） 
2023 年 9 月分     

検体数 2023年累計

大  腸  菌

毒素原性

組織侵入性

病原血清型

腸管出血性 1 2
その他・不明

サルモネラ

Ｏ４ 1 8
Ｏ７ 24
Ｏ８ 1 11
Ｏ９ 8
その他

不明

25 89
17 60

73
ボ ツ リ ヌ ス 菌

1
12 16

ノロウイルス (ＧⅠ） 15
ノロウイルス (ＧⅡ） 3 399
ノロウイルス ( ＧⅠ,ＧⅡ）

ロタウイルス 11
サポウイルス 2

アニサキス 4 44

クドア 1
64 764

菌　　種　　名

カ ン ピ ロ バ ク タ ー

腸 炎 ビ ブ リ オ

そ の 他 の ビ ブ リ オ

合  計

エ ロ モ ナ ス

プレジオモナス・シゲロイデス

細菌

ウイルス

寄生虫

黄 色 ブ ド ウ 球 菌

Ｆ 型 ウ エ ル シ ュ 菌

リステリア・モノサイトゲネス

セレウス菌

Ｆ 型ボ ツ リ ヌ ス毒素産生
      クロストリジウム・バラティイ
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表４   HIV 検査数及び陽性数 
2023 年 9 月分 

検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数

東京都新宿東口検査・相談室※ 772 3 185 1 0 0 957 4

保健所等 170 1 90 0 2 0 262 1

合　計 942 4 275 1 2 0 1,219 5

2022年累計 8,698 58 2,776 2 6 0 11,480 60

性別不明 合計男性 女性

 
※2021 年 3 月より名称変更 

 
 
 

表５ 性感染症検査数及び陽性数 
2023 年 9 月分 

検査数 陽性 検査数 陽性 検査数 陽性

東京都新宿東口検査・相談室※ 922 97 0 0 0 0

保健所等 195 16 184 2 74 0

合　計 1,117 113 184 2 74 0

2022年累計 10,998 1,001 2,369 111 1,472 5

梅毒検査 クラミジア遺伝子検査 淋菌遺伝子検査

  
※2021 年 3 月より名称変更 

 

 

 

表６ 定点把握疾患別病原体分離状況 （ウイルス） 
過去 3 か月  

 

定点種別 対象疾患名 検出病原体 7月 8月 9月 合計

エンテロウイルス 3 3

RSウイルス 1 1

エンテロウイルス 1 1

ヘルパンギーナ パラインフルエンザ 1 1

パレコウイルス 1 1

インフルエンザウイルスAH1pdm09 1 1

小児科
RSウイルス感染症

不明発疹症

手足口病

インフルエンザ及び
インフルエンザ様
疾患（ILI）

インフル
エンザ
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